
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】空調ケースのシール性を向上させる。

【解決手段】空調ケース１０の左側分割ケース１１０ｂ

の嵌合部１１１ｂには、雄部１１２ａが設けられ、右側

分割ケース１１０ａの嵌合部１１１ａには、雄部１１２

ａが嵌合するように凹状に形成される雌部１１２ｂが設

けられている。　左側分割ケース１１０ｂのうち雄部１

１２に対して空調ケース外側で、かつ雄部１１２ａに連

続して凹状に形成される第１の凹部１１３ａが設けられ

ている。右側分割ケース１１０ａの嵌合部１１１ａのう

ち雌部１１２ｂに連続して、嵌合部１１１ｂに向けて突

出するように形成されて第１の凹部１１３ａに嵌合する

第１の凸部１１３ｂが設けられている。したがって、雄

部１１２ａ、雌部１１２ｂ、第１、第２の凹部１１３ａ

、１１４ａによって嵌合部１１１ｂ、１１１ａの間の境

界部の形状を湾曲形状にする。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ 、 第 ２ の 分 割 ケ ー ス （ １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ ） を 互 い の 嵌 合 部 （ １ １ １ ａ 、 １ １ １ ｂ ）
で 嵌 合 す る こ と に よ り 、 室 内 に 向 け て 空 調 風 を 流 通 さ せ る 空 気 流 路 を 構 成 す る 空 調 ケ ー ス
の 嵌 合 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の 分 割 ケ ー ス の う ち 一 方 の 嵌 合 部 に 設 け ら れ 、 他 方 の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合
部 に 向 け て 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ る 雄 部 （ １ １ ２ ａ ） と 、
　 前 記 他 方 の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 に 設 け ら れ 、 前 記 雄 部 が 嵌 合 す る よ う に 凹 状 に 形 成 さ れ
る 雌 部 （ １ １ ２ ｂ ） と 、
　 前 記 一 方 の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 の う ち 前 記 雄 部 に 連 続 し て 前 記 空 調 ケ ー ス 外 側 に 凹 状 に
形 成 さ れ る 第 １ の 凹 部 （ １ １ ３ ａ ） と 、
　 前 記 他 方 の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 の う ち 前 記 雌 部 に 連 続 し て 前 記 一 方 の 嵌 合 部 に 向 け て 突
出 す る よ う に 形 成 さ れ て 、 前 記 凹 部 に 嵌 合 す る 第 １ の 凸 部 （ １ １ ３ ｂ ） と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 空 調 ケ ー ス の 嵌 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 一 方 の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 の う ち 前 記 雄 部 に 連 続 し て 前 記 雄 部 の 前 記 空 調 ケ ー ス 内 側
に 凹 状 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 凹 部 （ １ １ ４ ａ ） と 、
　 前 記 他 方 の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 の う ち 前 記 雌 部 に 連 続 し て 前 記 一 方 の 嵌 合 部 に 向 け て 突
出 す る よ う に 形 成 さ れ て 、 前 記 凹 部 に 嵌 合 す る 第 ２ の 凸 部 （ １ １ ４ ｂ ） と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 調 ケ ー ス の 嵌 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ つ の 分 割 ケ ー ス を 嵌 合 し て 空 気 流 路 を 形 成 す る 空 調 ケ ー ス の 嵌 合 構 造 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 空 調 装 置 の 空 調 ケ ー ス に お い て 、 互 い の 嵌 合 部 で 嵌 合 し て 空 気 流 路 を 形 成 す る 第
１ 、 第 ２ の 分 割 ケ ー ス と 、 第 １ の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 に ２ つ の 凸 部 を 設 け 、 第 ２ の 分 割 ケ
ー ス の 嵌 合 部 に ２ つ の 凹 部 設 け 、 ２ つ の 凸 部 が ２ つ の 凹 部 に 嵌 り 込 ん だ 状 態 で ２ つ の 凸 部
（ す な わ ち 、 ２ つ の 凹 部 ） の 間 に 中 空 部 が 形 成 さ れ 、 中 空 部 内 に 送 風 機 か ら の 送 風 さ れ る
送 風 空 気 を 流 入 さ せ る よ う に 構 成 し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の も の に お い て は 、 中 空 部 内 の 気 圧 が 空 調 ケ ー ス 外 側 の 気 圧 よ り も 高 く な る の で 、 水
、 空 気 が 空 調 ケ ー ス 内 外 の 間 で 侵 入 し た り 、 漏 れ た り す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る た
め 、 空 調 ケ ー ス の シ ー ル 性 を 高 め る こ と に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ５ ６ ３ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の 空 調 装 置 の 空 調 ケ ー ス で は 、 第 １ 、 第 ２ の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 に 中 空 部 を 設 け 、
そ の 中 空 部 内 の 気 圧 を 空 調 ケ ー ス 外 側 の 気 圧 よ り も 高 く し て い る の で 、 シ ー ル 性 を 高 め る
こ と が で き る が 、 空 調 ケ ー ス の 嵌 合 部 の サ イ ズ を 大 き く な る と い っ た 不 具 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 点 に 鑑 み 、 ケ ー ス の 厚 み 寸 法 の 増 大 化 を 抑 え つ つ 、 高 い シ ー ル 性 を 得 ら
れ る よ う に し た 空 調 ケ ー ス の 嵌 合 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 で は 、 第 １ 、 第 ２ の 分 割 ケ ー ス （ １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ
） を 互 い の 嵌 合 部 （ １ １ １ ａ 、 １ １ １ ｂ ） で 嵌 合 す る こ と に よ り 、 室 内 に 向 け て 空 調 風 を
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流 通 さ せ る 空 気 流 路 を 構 成 す る 空 調 ケ ー ス の 嵌 合 構 造 で あ っ て 、 第 １ 、 第 ２ の 分 割 ケ ー ス
の う ち 一 方 の 嵌 合 部 に 設 け ら れ 、 他 方 の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 に 向 け て 突 出 す る よ う に 形 成
さ れ る 雄 部 （ １ １ ２ ａ ） と 、 他 方 の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 に 設 け ら れ 、 前 記 雄 部 が 嵌 合 す る
よ う に 凹 状 に 形 成 さ れ る 雌 部 （ １ １ ２ ｂ ） と 、 一 方 の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 の う ち 雄 部 に 連
続 し て 空 調 ケ ー ス 外 側 に 凹 状 に 形 成 さ れ る 第 １ の 凹 部 （ １ １ ３ ａ ） と 、 他 方 の 分 割 ケ ー ス
の 嵌 合 部 の う ち 雌 部 に 連 続 し て 一 方 の 嵌 合 部 に 向 け て 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ て 、 凹 部 に
嵌 合 す る 第 １ の 凸 部 （ １ １ ３ ｂ ） と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 雄 部 、 雌 部 、 第 １ の 凹 部 、 お よ び 第 １ の 凸 部 に よ り 、 第 １ の 分 割 ケ ー ス の
嵌 合 部 と 第 ２ の 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 と の 間 の 境 界 を 屈 曲 し た 形 状 に す る こ と が で き る の で
、 境 界 を 通 し て ケ ー ス 内 外 で 空 気 、 水 が 漏 れ た り 、 侵 入 し た り す る こ と を 抑 え る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 凹 部 は 雄 部 に 連 続 し て 形 成 さ れ て お り 、 第 １ の 凸 部 は 雌 部 に 連 続 し て 形 成
さ れ て い る 。 し た が っ て 、 第 １ 、 第 ２ 分 割 ケ ー ス の 嵌 合 部 の 厚 み 寸 法 の 増 大 化 を 抑 え る こ
と が で き る 。 以 上 に よ り 、 ケ ー ス の 厚 み 寸 法 の 増 大 化 を 抑 え つ つ 、 高 い シ ー ル 性 を 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び こ の 欄 で 記 載 し た 各 手 段 の 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施
形 態 に 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関 係 を 示 す も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ 、 図 ２ に 本 発 明 に 係 る 空 調 ケ ー ス の 嵌 合 構 造 が 適 用 さ れ た 車 両 用 空 調 装 置 を 示 す 。
図 １ は 車 両 用 空 調 装 置 の 空 調 ユ ニ ッ ト １ ０ を 上 方 か ら 視 た 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ 中 Ａ － Ａ
断 面 図 で あ る 。 図 中 の 右 矢 印 が 車 幅 方 向 右 側 を 示 し 、 左 矢 印 が 車 幅 方 向 左 側 を 示 し 、 前 矢
印 が 車 両 前 方 を 示 し 、 後 矢 印 が 車 両 後 方 を 示 し 、 上 矢 印 が 天 地 方 向 上 側 を 示 し 、 下 矢 印 が
天 地 方 向 下 側 を 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す 空 調 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 樹 脂 製 の 空 調 ケ ー ス １ １ を 有 し て お り 、 空 調 ケ ー ス １
１ は 、 車 両 幅 方 向 の 中 央 部 の 嵌 合 部 １ １ １ ａ 、 １ １ １ ｂ で 嵌 合 さ れ る 右 側 分 割 ケ ー ス １ １
０ ａ と 左 側 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ｂ と を 有 し て い る 。 な お 、 嵌 合 部 １ １ １ ａ 、 １ １ １ ｂ の 嵌 合
構 造 に つ い て 後 述 す る 。 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ は ビ ス 等 の 締 結 部 材 に よ り 締 結 さ
れ て 車 室 内 に 向 け て 空 調 風 を 流 通 さ せ る 空 気 流 路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ の 空 調 ケ ー ス １ １ の 車 両 前 方 側 の 部 位 に は 空 気 入 口 空 間 １ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 空
気 入 口 空 間 １ ４ に は 送 風 機 ユ ニ ッ ト （ 図 示 し な い ） の 出 口 か ら の 送 風 空 気 が 流 入 す る 。 空
気 入 口 空 間 １ ４ の 直 後 の 部 位 に 蒸 発 器 １ ２ が 略 垂 直 に 配 置 さ れ て い る 。 蒸 発 器 １ ２ は 、 周
知 の ご と く 冷 凍 サ イ ク ル の 冷 媒 の 蒸 発 潜 熱 を 空 調 空 気 か ら 吸 熱 し て 、 空 調 空 気 を 冷 却 す る
冷 房 用 熱 交 換 器 で あ る 。 蒸 発 器 １ ２ の 空 気 流 れ 下 流 側 、 す な わ ち 、 車 両 後 方 側 に 、 所 定 の
間 隔 を 開 け て ヒ ー タ コ ア １ ３ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ヒ ー タ コ ア １ ３ は 、 具 体 的 に は 、 そ の 上 端 部 が 下 端 部 よ り も 車 両 後 方 側 に 位 置 す る よ う
に 傾 斜 配 置 さ れ て い る 。 ヒ ー タ コ ア １ ３ は 蒸 発 器 １ ２ を 通 過 し た 冷 風 を 車 両 エ ン ジ ン か ら
流 入 す る 高 温 温 水 （ エ ン ジ ン 冷 却 水 ） を 熱 源 と し て 空 気 を 加 熱 す る 加 熱 す る 暖 房 用 熱 交 換
器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 蒸 発 器 １ ２ と ヒ ー タ コ ア １ ３ と の 間 で 上 方 側 の 部 位 に 、 ヒ ー タ コ ア １ ３ を バ イ パ ス し て
冷 風 が 通 過 す る 冷 風 バ イ パ ス 通 路 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 冷 風 バ イ パ ス 通 路 １ ５ の 下 方 側
部 位 に 、 平 板 状 の 板 ド ア か ら な る エ ア ミ ッ ク ス ド ア １ ６ が 回 転 軸 １ ６ ａ を 中 心 に し て 回 転
可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 エ ア ミ ッ ク ス ド ア １ ６ の 回 転 軸 １ ６ ａ 付 近 と ヒ ー タ コ ア １ ３ の 上 端 部 付 近 と の 間 に は 仕
切 り 壁 １ ７ ａ が 設 け ら れ て い る 。 仕 切 り 壁 １ ７ ａ は 、 ヒ ー タ コ ア １ ３ の 熱 交 換 用 コ ア 部 １
３ ａ の 入 口 通 風 路 １ ８ と 温 風 通 路 １ ９ の 出 口 部 １ ９ ａ と の 間 を 仕 切 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 温 風 通 路 １ ９ は 、 ヒ ー タ コ ア １ ３ の 熱 交 換 用 コ ア 部 １ ３ ａ を 通 過 し た 温 風 が 流 れ る 通 路
で あ っ て 、 ヒ ー タ コ ア １ ３ の 車 両 後 方 側 部 位 か ら ヒ ー タ コ ア １ ３ の 上 方 部 に わ た っ て 湾 曲
状 の 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 温 風 通 路 １ ９ の 出 口 部 １ ９ ａ の 上 方 部 に は 、 仕 切 り 壁 １ ７ ｂ
が 設 け ら れ て お り 、 仕 切 り 壁 １ ７ ｂ は 、 仕 切 り 壁 １ ７ ａ に 対 向 す る よ う に 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 仕 切 り 壁 １ ７ ｂ は 、 各 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ａ の 内 側 壁 に 一 体 成 形 さ れ る も の で あ っ て 、 空
調 ケ ー ス １ １ の 内 部 に お い て 車 両 後 方 側 壁 面 付 近 か ら 後 述 す る 空 気 混 合 部 ２ ０ に 至 る 範 囲
に 亘 り 車 両 前 後 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 仕 切 り 壁 １ ７ ｂ は 、 後 述 の 連 通 口 ２
３ よ り 空 気 流 れ 下 流 側 の 通 路 と 温 風 通 路 １ ９ と の 間 を 仕 切 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 エ ア ミ ッ ク ス ド ア １ ６ の 回 転 軸 １ ６ ａ は 、 空 調 ケ ー ス １ １ の 左 右 両 側 壁 面 の 軸 受 穴 に よ
り 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 。 エ ア ミ ッ ク ス ド ア １ ６ は 、 リ ン ク 機 構 を 介 し て サ ー ボ モ ー タ の
回 転 動 力 に て 回 転 さ れ る 。 エ ア ミ ッ ク ス ド ア １ ６ は 、 冷 風 バ イ パ ス 通 路 １ ５ と ヒ ー タ コ ア
入 口 通 風 路 １ ８ の 開 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 入 口 通 風 路 １ ８ を 通 過 し て ヒ ー タ コ ア １ ３
の 熱 交 換 用 コ ア 部 １ ３ ａ で 加 熱 さ れ る 温 風 （ 矢 印 ａ ） と 、 冷 風 バ イ パ ス 通 路 １ ５ を 通 過 す
る 冷 風 （ 矢 印 ｂ ） と の 風 量 割 合 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 温 風 通 路 １ ９ の 下 流 側 は 、 エ ア ミ ッ ク ス ド ア 回 転 軸 １ ６ ａ の 上 方 部 に お い て 冷 風 バ イ パ
ス 通 路 １ ５ の 下 流 側 と 合 流 し 、 冷 風 と 温 風 の 混 合 を 行 う 空 気 混 合 部 ２ ０ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 空 調 ケ ー ス １ １ の 上 面 部 に は 空 気 混 合 部 ２ ０ か ら 吹 き 出 さ れ る 空 気 流 を 窓 ガ ラ ス に 向 け
て 吹 き 出 す デ フ ロ ス タ 開 口 部 ２ １ が 開 口 し て い る 。 デ フ ロ ス タ 開 口 部 ２ １ は デ フ ロ ス タ ド
ア ２ ２ に よ り 開 閉 さ れ る 。 こ の デ フ ロ ス タ ド ア ２ ２ は 回 転 軸 ２ ２ ａ を 中 心 と し て 回 転 可 能
に な っ て お り 、 デ フ ロ ス タ 開 口 部 ２ １ お よ び 連 通 口 ２ ３ を 選 択 的 に 開 閉 す る 。 こ の 連 通 口
２ ３ は 空 気 混 合 部 ２ ０ か ら の 空 調 空 気 を フ ェ イ ス 開 口 部 ２ ４ と フ ッ ト 開 口 部 ２ ５ 側 へ 流 す
た め の 通 路 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 フ ェ イ ス 開 口 部 ２ ４ は 車 室 内 の 乗 員 上 半 身 側 に 向 け て 空 調 風 （ 主 に 冷 風 ） が 吹 き 出 す 。
フ ッ ト 開 口 部 ２ ５ は 、 乗 員 の 足 元 部 に 向 け て 空 調 風 （ 主 に 温 風 ） を 吹 き 出 す フ ッ ト 開 口 吹
出 口 ２ ７ に 連 通 し て い る 。 フ ェ イ ス 開 口 部 ２ ４ と フ ッ ト 開 口 部 ２ ５ に は 、 フ ッ ト フ ェ イ ス
切 替 用 ド ア ２ ６ に よ り 切 替 開 閉 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ の 嵌 合 構 造 に つ い て 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図
３ は 、 図 １ 中 Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 左 側 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ｂ の 嵌 合 部 １ １ １ ｂ に は 、 雄 部 １ １ ２ ａ が 設 け ら れ 、 こ の 雄 部 １
１ ２ ａ は 、 右 側 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ａ の 嵌 合 部 １ １ １ ａ に 向 け て 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ て
い る 。 ま た 、 右 側 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ａ の 嵌 合 部 １ １ １ ａ に は 、 雄 部 １ １ ２ ａ が 嵌 合 す る よ
う に 断 面 凹 状 に 形 成 さ れ る 雌 部 １ １ ２ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 左 側 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ｂ の 嵌 合 部 １ １ １ ｂ の う ち 雄 部 １ １ ２ に 対 し て 天 地 方 向 上 側 （ す
な わ ち 、 空 調 ケ ー ス 外 側 ） に は 、 第 １ の 凹 部 １ １ ３ ａ が 設 け ら れ て お り 、 第 １ の 凹 部 １ １
３ ａ は 、 雄 部 １ １ ２ ａ に 連 続 し て 、 か つ 断 面 凹 状 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ の 凹
部 １ １ ３ ａ は 、 雄 部 １ １ ２ ａ の 天 地 方 向 上 側 の 端 部 に 形 成 さ れ て い る こ と に な る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 右 側 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ａ の 嵌 合 部 １ １ １ ａ に は 、 第 １ の 凹 部 １ １ ３ ａ に 嵌 合 す る 第 １ の
凸 部 １ １ ３ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 第 １ の 凸 部 １ １ ３ ｂ は 、 雌 部 １ １ ２ ｂ に 対 し て 天 地
方 向 上 側 に 連 続 し て 、 か つ 嵌 合 部 １ １ １ ｂ に 向 け て 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 す な
わ ち 、 第 １ の 凸 部 １ １ ３ ｂ は 、 雌 部 １ １ ２ ｂ の 天 地 方 向 上 側 端 部 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 左 側 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ｂ に は 、 第 ２ の 凹 部 １ １ ４ ａ が 設 け ら れ て お り 、 第 ２ の 凹 部 １ １
４ ａ は 、 雄 部 １ １ ２ に 対 し て 天 地 方 向 下 側 （ 空 調 ケ ー ス 内 側 ） に お い て 雄 部 １ １ ２ ａ に 連
続 し て 、 断 面 凹 状 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 ２ の 凹 部 １ １ ４ ａ は 、 雄 部 １ １ ２ の 天
地 方 向 下 側 端 部 に 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 右 側 分 割 ケ ー ス １ １ ０ ａ の 嵌 合 部 １ １ １ ａ に は 、 第 ２ の 凹 部 １ １ ４ ａ に 嵌 合 す る 第 ２ の
凸 部 １ １ ４ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 第 ２ の 凸 部 １ １ ４ ｂ は 、 雌 部 １ １ ２ ｂ に 連 続 し て 、 か つ
嵌 合 部 １ １ １ ｂ に 向 け て 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 ２ の 凸 部 １ １ ４ ｂ
は 、 雌 部 １ １ ２ ｂ の 天 地 方 向 下 側 端 部 に 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 雄 部 １ １ ２ ａ の サ イ ズ （ 具 体 的 に は 、 左 右 方 向 寸 法 、 上 下 方 向 寸 法 ） は 、 第 １
、 第 ２ の 凸 部 １ １ ３ ｂ 、 １ １ ４ ｂ の サ イ ズ に 比 べ て 、 大 き く て な っ て い る 。 雌 部 １ １ ２ ｂ
の サ イ ズ （ 具 体 的 に は 、 左 右 方 向 寸 法 、 上 下 方 向 寸 法 ） は 、 第 １ 、 第 ２ の 凹 部 １ １ ３ ａ 、
１ １ ４ ａ の サ イ ズ に 比 べ て 大 き く て な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 雄 部 １ １ ２ ａ 、 雌 部 １ １ ２ ｂ 、 第 １ 、 第 ２ の 凹 部 １
１ ３ ａ 、 １ １ ４ ａ 、 お よ び 第 １ 、 第 ２ の 凸 部 １ １ ３ ｂ 、 １ １ ４ ｂ に よ っ て 嵌 合 部 １ １ １ ａ
、 １ １ １ ｂ の 間 の 境 界 の 形 状 を 湾 曲 形 状 に す る こ と が で き る の で 、 境 界 を 通 し て ケ ー ス 内
外 で 空 気 な ど が 漏 れ た り 侵 入 し た り す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ に 加 え て 、 第 １ 、 第 ２ の 凹 部 １ １ ３ ａ 、 １ １ ４ ａ は 、 雄 部 １ １ ２ ａ に 連 続 し て 形 成
さ れ て い る の で 、 嵌 合 部 １ １ １ ａ 、 １ １ １ ｂ の ケ ー ス 厚 み 寸 法 の 増 大 化 を 抑 え る こ と が で
き る 。 以 上 に よ り 、 ケ ー ス の 厚 み 寸 法 の 増 大 化 を 抑 え つ つ 、 高 い シ ー ル 性 を 得 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 他 の 実 施 形 態 ）
　 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 嵌 合 部 １ １ １ ｂ 、 １ １ １ ａ に ２ つ の 凹 部 １ １ ３ ａ 、 １ １ ４ ａ 、 お
よ び ２ つ の 凸 部 １ １ ３ ｂ 、 １ １ ４ ｂ を 設 け た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 代 え て 、 嵌 合
部 １ １ １ ａ 、 １ １ １ ｂ に １ つ の 凹 部 お よ び １ つ の 凸 部 を 設 け る よ う に し て も よ い 。 ま た 、
３ つ 以 上 の 凹 部 、 凸 部 を 嵌 合 部 １ １ １ ｂ 、 １ １ １ ａ に 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 雄 部 １ １ ２ ａ の サ イ ズ を 第 １ 、 第 ２ の 凸 部 １ １ ３ ｂ 、 １ １ ４ ｂ の
サ イ ズ に 比 べ て 大 き く し 、 か つ 雌 部 １ １ ２ ｂ の サ イ ズ を 第 １ 、 第 ２ の 凹 部 １ １ ３ ａ 、 １ １
４ ａ の サ イ ズ に 比 べ て 大 き く し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 雄 部 １ １ ２ ａ の
サ イ ズ を 第 １ 、 第 ２ の 凸 部 １ １ ３ ｂ 、 １ １ ４ ｂ の サ イ ズ に 比 べ て 小 さ く し て も よ く 、 ま た
雌 部 １ １ ２ ｂ の サ イ ズ を 第 １ 、 第 ２ の 凹 部 １ １ ３ ａ 、 １ １ ４ ａ の サ イ ズ に 比 べ て 小 さ く し
て も よ い 。 さ ら に 、 雄 部 １ １ ２ ａ の サ イ ズ を 第 １ 、 第 ２ の 凸 部 １ １ ３ ｂ 、 １ １ ４ ｂ の サ イ
ズ と 同 一 サ イ ズ に し て も よ く 、 ま た 雌 部 １ １ ２ ｂ の サ イ ズ を 第 １ 、 第 ２ の 凹 部 １ １ ３ ａ 、
１ １ ４ ａ の サ イ ズ と 同 一 サ イ ズ に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 の 空 調 ケ ー ス の 嵌 合 構 造 を 車 両 用 空 調 装 置 に 適 用 し た 例 に
つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 代 え て 、 ２ つ 以 上 の 分 割 ケ ー ス を 嵌 合 し て 構 成 さ れ る 空 調 装 置
な ら ば 、 設 置 型 の 空 調 装 置 な ど 各 種 の 空 調 装 置 に 適 用 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2008-6956 A 2008.1.17



【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 車 両 用 空 調 装 置 の 空 調 ケ ー ス を 上 か ら 視 た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 中 Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ０ … 空 調 ケ ー ス 、 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ … 分 割 ケ ー ス 、
　 １ １ １ ａ 、 １ １ １ ｂ … 嵌 合 部 、 １ １ ２ ａ … 雌 部 、 １ １ ２ ｂ … 雄 部 、
　 １ １ ３ ａ 、 １ １ ４ ａ … 第 １ の 凹 部 、 １ １ ３ ｂ 、 １ １ ３ ｂ … 凸 部 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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